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警大跡地
ニュース

午後７時～８時30分　
中野区役所７階会議室

警察大学校跡地のまちづくり説明会

主催・中野区

９月
26日
金

最近２回の説明会

８月29日
　中野区が東京建物グループ、明治大学、帝京平
　成大学ら開発事業者に要請している環境や総合
　協力などについての要望事項の報告。

９月12日
　中野区からの要望事項に対する東京建物グルー
　プ、明治大学、帝京平成大学３事業者からの回
　答の報告。

今後のスケジュール

開発事業者の「企画提案」を中野区が受理
＊企画提案は、開発の内容をまとめたもの

中野区が東京都に企画提案を提出

都市計画の案の公告・縦覧
＊開発に関するルールを定めた「都市計画」の案が
公表（公告）され、２週間閲覧（縦覧）できる

東京都都市計画審議会に付議
＊先行する３事業者については 2009 年２月か？

都市計画の決定
＊警察大学校等跡地の場合、都市計画を決定するのは東京都

●建築基本計画（案）の報告

●中野区と開発事業者の覚書（案）の報告

東京建物グループ、明治大学、帝京平成大学の

建物の高さと配置が示されます。

区と、東京建物グループ・明治大学・帝京平成大学が開発への
取組みを確認するためにに取り交わす覚書案

。

内　容



ʁɞʂʣΐ ・・・カギを握るのは、住民要望

まだまだ
尽きない
心配のタネ

避難面積、避難場所
未だ残る安全性への不安

中野区役所一帯で約 10 万人の避難面積を確保している

と中野区は言っていますが、その中核となる警大跡地で

一体どれだけ避難面積があるのか、また、高層ビル群に

囲まれた公園の安全性などについても中野区は明らかに

していません。

道路の安全性

高円寺北１丁目と囲町側に造られる12メー

トルの道路については、住宅地に隣接する

道路ですから何よりも歩行者の安全を優先

し、自転車道や緑地帯を設けてジグザグに

するなど配慮が必要です。

樹木の保存

貴重な緑を高層ビルに置き換えるまちづくりは、時代に逆

行しています。杉並との区境にある桜、椎などの雑木林、

明大の敷地西寄りにある針葉樹や広葉樹も緑地の中にぜひ

残してほしいものです。また、警大跡地正門と早稲田通り

沿いにあるスダジイ、カシなどの火に強い防災林を残すこ

とも皆でお願いしましょう。

高層ビル群による環境への負荷

緑豊かな警大跡地に建設される高層ビル群。ヒートアイラン

ド現象、景観、風害など、さまざな環境の悪化が予想されます。

交通量増加への対策は？

警大跡地の開発に伴い、中野区の調査では１日の自動車発生量

の増加を 7000 台と見込んでいます。

中野区は小学生のぜんそくの罹患率が 23 区で最も高く全国平

均の約３倍。排気ガスなど大気汚染による健康被害も懸念され

ます。排気ガス対策についてはこれまで説明がありません。

日照の悪化

中野区は開発区域内の建物を一体とみな

した複合日影の影響に配慮すると言って

いますが、法律で定められた規制が守ら

れても高円寺北１丁目の日照の悪化は避

けられません。また、中央防災公園のほ

とんどは一日中大きな建物の影になって

しまいます。規制をクリアしているから

と諦めず、粘り強く中野区、開発者に住

民との協議を求めていきしょう。

などなど……

ガイドラインに約束された「緑の緩衝帯」が壁面後退に？
̶̶住民説明会での担当課長の応答̶̶

　開発の方針を定めた「中野駅周辺まちづくりガイドライン　2007」には、高円寺北１丁目と大悪との間に「緩衝帯型オー

プンスペース」がカラーの図版つきで明記されています。８月 29 日の説明会でこの緩衝帯について質問したところ、中野

区の担当課長の答は「４mの壁面線を指定して、壁面線の後退部分について緑化するもの。それを指導する」というもので、

ガイドラインに示された内容とは明らかに違います。早くも反故にされそうな緩衝帯ですが、警大跡地の開発に当たっては、

昨年３月に決定された地区計画とガイドラインの遵守がその条件であり、住宅地である高円寺北１丁目との間にはなくては

ならないスペースです。引き続き中野区、開発事業者へ要請し、緩衝帯を実現させましょう。
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警大跡地の各開発者はこれから開発のおおわくを中野区に提案し、都が決定します。まだ、確定したもの

ではありません。問題は、住民説明会をおこなう中野区が、その開発について「区は通過するだけ」「決め

るのは東京都」と、傍観者のような態度をとっていることです。中野区と各開発者が結ぶ覚書きも、開発

などを規制するものではありません。

こんな状態で開発が進んでいけば、困るのは私たち住民です。こうした中で、開発の動向を左右できる、もっ

とも信頼できるチェック機能は、住民要望です。私たちの望むまちづくりをしっかり求め続けましょう。


